
物
価
高
対
策・賃
金
上
昇
の
流
れ
を
推
進

現
役
世
代
の
副
業
や
ス
キ
ル
向
上
を
応
援
し
、

賃
金
ア
ッ
プ
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」を
目
指
し
て「
伊
那
市

子
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定
を
実
現
し
ま
す

子
育
て・教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

医
療・介
護
支
援
の
充
実

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
。市
民
へ
の

啓
発
運
動
強
化
や
協
力
者
の
育
成
を
図
り
ま
す

1961年(昭和36年) 1月
1981年(昭和56年)
2022年(令和4年) 

下伊那郡豊丘村生
私立飯田女子短期大学 卒業
伊那市議会議員初当選

2024年(令和6年) 「防災士」資格取得

すぐ動きます！

「
い
ー
な
暮
ら
し
応
援
券
」７
千
円
分 

配
布
決
定

子
育
て
応
援
手
当 

お
一
人
２
万
円 

支
給
決
定 

特
に
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
代
を
力
強
く
応
援
す
る

観
点
か
ら
0
歳
〜
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
一
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
。

対
象
者
一
人
に
つ
き
７
千
円
分（
千
円
分
×
７
枚
組
）の
商
品
券

商
品
券
の
内
訳

老
朽
化
、清
掃
管
理
の
負
担
が
大
き
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
JR
高
遠
駅
の

ト
イ
レ
。「
使
え
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、議
会
で

「
市
と
し
て
事
業
者
と
連
携
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
」と
提
案
。

新
た
に
改
装
し
、２
０
２
５
年
６
月
か
ら
利
用
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
JR
高
遠
駅
の
ト
イ
レ
を
改
装

伊那市在住37年、保育士歴18年 

４
千
円
分
が
全
店
共
通
券（
全
て
の
登
録
店
で
使
用
可
）

３
千
円
分
が
中
小
店
舗
専
用
券（
大
規
模
小
売
店
舗
を
除
い
た
登
録
店
で
使
用
可
）

【
次
世
代
へ
つ
な
げ
！

　私
た
ち
の
伊
那
】 

さ
い
と
う 

俊
介

　（
無
所
属
）
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┃
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┃
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┃
┃
┃
┃
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１
．【
小
学
校
の
存
続
が
私
の
絶
対
公
約
】

地
域
の
灯
を
消
さ
な
い
！

　

小
学
校
こ
そ
、地
域
の
未
来
を
守
る
拠
点
で
す
。 

出
生
数
が
お
よ
そ
３
０
０
に
な
り
、小
学
校
は  

存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、自
分
は  

こ
の
危
機
も
機
会
と
捉
え
、新
し
い
学
校
の
形  

を
作
り
、守
り
抜
い
て
い
き
た
い
。
　
　
　  

●
全
世
代
が
集
い
、支
え
あ
う「
拠
点
」に

　 

●
全
国
か
ら
親
子
が
集
う「
ア
ル
プ
ス
留
学
」
　

　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　

２
．【
未
来
の
商
店
街
】
　 

古
き
良
き
伝
統
と
、若
者
の
感
性
が
融
合
す
る  

新
し
い
商
い
の
形
を
支
援
し
ま
す
。
　
　
　
　  

●
地
域
の
若
者
た
ち
の
起
業
支
援

　
　
　
　  

●
高
齢
者
や
幼
児
が
安
心
し
て
歩
け
る
街

　  

●
次
代
を
見
据
え
た
社
会
住
宅
の
整
備  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

３
．【
真
の
対
話
で
進
め
る
市
政
】
　
　
　
　
　  

市
民
の
皆
様
に
寄
り
そ
い
、傾
聴
し
ま
す
。  

お
し
つ
け
で
は
な
く
、本
当
の
想
い
を
ひ
き
だ
し
、
　  

紡
い
で
、伊
那
を
未
来
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　  

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃  

「
あ
の
時
、守
っ
て
よ
か
っ
た
」と
言
え
る
未
来
を
。 

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　さ
い
と
う

　俊
介

　

さいとう俊介

無
所
属

さ
い
と
う
俊
介



田畑 正敏

子どものワクワク育てる「森と学びセンター」推進
子どもたちがワクワクするような居場所・環境づくりを進めます

子どもや若者が自由に使える「ユースセンター」の設置を目指します
多文化共生へ・子ども若者まんなか社会を実現

防災・産業・観光拠点の「道の駅」構想の具体化
防災拠点や産業・観光機能、福祉的就労機能を持った「道の駅」建設を推進     

子育て応援手当 お一人２万円 支給決定 
特に物価高の影響を強く受けている子育て世代を力強く応援する観点から
０歳～18歳までのお子さんに一人当たり２万円を支給。

帯状疱疹予防接種費用 助成実現 
昨年度より全国で高齢者の帯状疱疹ワクチンの定期接種が開始（公明党の実績）。
さらなる負担軽減を要望し、国3割＋市2割で半額負担を実現しました。

上水道料金 基本料金１年間無償化決定 
上水道料金基本料金が１年間無償化されます。手続は不要です。
対  象  者：伊那市と給水契約のある水道使用者（官公署、南箕輪村にメーターがある場合を除く）
対象料金：上水道料金の基本料金（上水道料金の従量料金と開閉栓手数料、下水道使用料は除く）

1959年(昭和34年)   4月生まれ 
1972年(昭和47年)   市立東春近小学校 卒業 
1975年(昭和50年)   市立春富中学校 卒業 
1978年(昭和53年)   長野県伊那北高等学校 卒業

1983年(昭和58年)   創価大学教育学部 卒業 
1983年(昭和58年)   山ノ内町立南小学校 入職
　　　　　　　  　職場歴 高遠北小学校、西春近北小学校など 
2022年(令和   4年)   伊那市議会議員初当選 


